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鋼繊維によって内的拘束を受けるコンクリートの支圧強度

に及ぼす多軸効果成分とせん断抵抗成分の影響

コンクリート

内的拘束

支圧強度 鋼繊維

多軸効果成分 せん断抵抗成分

1. はじめに

前報 1)~3)では、鋼繊維によって内的拘束を受ける鋼繊

維補強コンクリートの支圧強度推定式について、一連の

実験的検討を行った。本研究では、引き続き、鋼繊維に

よって内的拘束を受ける鋼繊維補強コンクリートの支圧

強度に及ぼす多軸効果成分とせん断抵抗成分の影響を明

らかにすることを目的として、実験的検討を行った。

2.実験方法

2.1試験体

本実験では、 表-1に示すように、何れも外形 (D)x高

さ(H)が φ150x300mmの円柱体を使用し、 7.Kセメント比

例グC:40および90%の2種類)、鋼繊維体積混入率(げ :0、

2および4%の3種類)、支圧径 (B:50、75、100および145mm

の4種類)、並びに支圧部 ・かぶり部側面の境界面で生じ

るせん断抵抗(有りおよび無しの2種類)を実験要因とし

た鋼繊維補強モルタルの単調漸増1軸支圧実験を行った。

2. 2加力および測定方法

本実験では、鋼繊維補強モノレタルの単調漸増 l軸支圧

加力に際して容量2，000kNの油圧式耐圧試験機を使用し、

毎分約 1mmの載荷スピードになるように手動で単調漸増

l軸支圧載荷を行って最大耐力および荷重一軸変位関係

の測定、デジタルカメラによる破壊状況の記録を行った。

3.実験結果 とその考察

3.1圧縮耐力

図-1(a)および(b)は、全面圧縮強度で無次元化した相

対支圧強度と支圧径との関係に関する実験結果(図中の

.、0および・)と前報3)で提案した式 (1)で表される支

表-1 実験の概要

試験体 I W/C I 鋼繊維 せん断 試験体外寸法 支圧径
記号 (%) 混入率 抵抗 直径 高さ

げ(%) 成分 D(mm) 1 H(mm) 
8 (nml) 

有り |中150 300 
145，100宮

75，50 

無し | 甲150 300 1 1 ~5_， 100， 
75，50 

有り | 中150 300 1 1 ~5， 100 
75， 50 

W90-V4-C I 
目 無し |中150 I 

300 1 1~5_， 100， 

1 4.0 
75，50 
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圧強度の推定結果(赤の破線)とを比較したものである。

Fs=F' (AIAt) C 

C=Co+e-202・FO-0.34・Vfl55.(Lfld) 0.22. 

(LflDf; 018. (Rd' als) 001 

Co=・0.0008FO+0.409

ここに、F:全面圧縮強度 (N/mm2)、Co:母材のC値、Fo

母材の全面圧縮強度 (N/mm2)、Vf・鋼繊維体積混入率

(%)、 Lfld:鋼繊維長さ/骨材寸法、 7々Df:鋼繊維長さ

/鋼繊維断面寸法(アスペクト比)、 Rd'σs細骨材を基

準として無次元化した相対骨材寸法×全骨材容積比。

これらの図によれば、相対支圧強度 土支圧径土の関係

に関する実験結果は、水セメン卜比 (WIC)、鋼繊維体積

混入率(ゆおよびせん断抵抗の有無によって相違し、一

般的に低強度 (WIC→大)で V)恒が大きいほど、せん断
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国一1 相対支圧強度の実験結果と前報3)の提案式による
推定結果との比較

Influence of Multiaxial Effects and Shear Resistanc巴 Compon巴nts
on Bearing Strength of Concrete having Int巴rnalConfin巴mentby Steel Fiber TAKAHASHl Y;αrkuyα， SEKI Toshikαtsu， 

SEKO Shigeki， YAMADA Kazuo 
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図ー2 相対支圧強度の実験結果と支圧径 (B)との関係に関する重回帰分析結果の適用性
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抵抗無 しの場合と比較しでせん断抵抗有りの場合の方

が、支圧径が小さくなるに従って認められる相対支圧強

度の増大傾向は、より著しくなっているのがわかる。ま

た、前報3)の提案式による支圧強度推定値は、せん断抵

抗が有る試験体に対しては、低強度の附Cが90%の場合

では全体的に実験結果と良 く一致しているが、高強度の

W/Cが40%の場合およびせん断抵抗が無い試験体では、

支圧径(B)が100mm以下の領域において過大評価 となっ

ており 、その差は附C値が大きく、かっVfi直が大きくな

るほど増大する傾向を示している。 これは、前報3)で提

案した支圧強度推定式では、鋼繊維の長さ/骨材寸法と

の比およびアスベクト比の影響は考慮、できるものの、本

研究で検討の対象と したせん断抵抗有無の影響を考慮で

きないためと考えられる。この点を踏まえて、本研究で

は、支圧強度に及ぼすせん断抵抗の影響が考慮できるよ

り汎用性のある支圧強度推定式を構築することとした。

3，2内的コンファインド効果を考慮した支圧強度推定式

(1 )支圧強度推定式

本研究では、前報3)と同様に鋼繊維の混入によって内

的拘束を受ける コンクリートの支圧強度推定式として、

FIJ=F・(AIAI)c (2) 

を使用した場合の係数(FとC)の定量化を試みた。なお、F

値およびC値は、鋼繊維無混入の母材の値 (FoおよびCo)

と鋼繊維の混入による増分(，d Fおよび ，dC)との和とし

て定義した。本実験結果、並びに前報の [)~3 ) で示した

鋼繊維補強コンク リー トに関する実験結果を用いて行っ

た重回帰分析の結果、以下の式(3)~ (5)が得られた。

F=Fo+，d F=Fo+e.12 7・F01.90.VjJ77・(Ljkの.1.21.

(Lf!Df> 2. 17・ (Rd'a!S)心問 (3) 

C=Co+ ，d C=Co+e.2 88・FO.0.48・Vjl80.(Lf!d) 0.29. 

(Lf!Dj) 0.39・(Rd'αくS)023 (4) 

Co=・0.0014Fo+0.454 (5) 

ここに、 Vf-Rd・a/s:前掲の式(1)の注と同様で=ある。

また、せん断抵抗無しの試験体のCo値および ，dC値は、
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せん断抵抗有りの試験体に対 して得られた式 (4)および

式 (5)中のCo値および ，dC値に、それぞれ係数0.37および

0.75を乗じることにより評価できることがわかった。

(2)支圧強度推定式の適用性

図-2(a)および(b)は、前掲の式 (2)中のF値およびC値

を、上記の式(3)~式 (5) で評価 した場合の相対支圧強度

と支圧径との関係に関する実験結果と推定結果との関係

を水セメン ト比 ( ~ケC) 別 に比較したものである 。 これら

の図によれば、実験結果と推定結果とは、前報3)で提案

した支圧強度推定式と比べて良く 一致しており 、相対支

圧強度と支圧径との関係に及ぼすせん断抵抗の影響は、

せん断抵抗有りの試験体によって得られた式(3)~式 (5 )

に係数を乗 じることで精度良く評価できるといえる。

4. むすび

本研究の結果、前報3)で提案した鋼繊維補強コンクリ

ー トの支圧強度推定式は、せん断抵抗が有る試験体に対

しては、全体的に実験結果と良く一致するが、せん断抵

抗が無い試験体では、支圧径が 100mm以下の領域で過大

評価となり、その差は水セメント比が大きく、かっ鋼繊

維体積混入率が大きいものほど構大すること、せん断抵

抗の無い鋼繊維補強モノレタノレの支圧強度と支圧径と の関

係は、せん断抵抗有りの試験体によって得られた提案式

(4)および式 (5)に係数 (0.37および0.75)を乗じることに

よって精度良く評価できる こと、などが明らかとなった。
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